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平成6年

月号ずおお
部広

う
リ

l
ズ

初
年
を
振
り
返
っ
て
⑦

「道
路
整
備
と
地
域
の
発
展
」

国
道
五
六
号
線
は
、
新
谷
地
区
の

中
心
部
を
東
西
に
走
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
様
に
改
良
さ
れ
る
ま
で
は
、

砂
利
道
で
し
た
。
新
谷
の
街
は
ず
れ

か
ら
若
宮
ま
で
の
国
道
沿
い
は
、
田

ん
ぼ
と
畑
だ
け
で
家
は
な
く
、
た
だ

ひ
と
つ
十
夜
橋
の
お
堂
が
ぽ
つ
ん
と

建
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
国
道
は
、
昭
和
三
十
七
年
頃
に

現
在
の
道
路
幅
に
改
良
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
順
次
自
動
車
販
売
業
、
運

輸
サ
ー
ビ
ス
業
、
大
型
小
売
庖
舗
な
ど

が
国
道
の
両
側
に
立
地
し
て
、
今
で

は
新
谷
か
ら
十
夜
橋
ま
で
建
物
が
連

な
り
、
市
街
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

さ
で
、
四
国
縦
費
自
動
車
道
の
道

路
用
地
の
調
査
測
量
が
実
施
中
で
す
。

用
地
の
ほ
と
ん
ど
が
新
谷
分
で
、
新

谷
地
区
の
土
地
利
用
は
大
き
く
変
り

ま
す
。
高
速
道
は
、
輸
送
時
間
の
短

縮
、
道
路
混
雑
の
緩
和
が
図
ら
れ
ま

す
が
、
新
谷
地
区
に
と

っ
て
は
、
地

域
の
活
性
化
、
即
ち
産
業
、
経
済
、

文
化
の
発
展
に
ど
の
様
に
結
び
つ
け

る
か
が
重
要
な
課
題
で
す
。
か
つ
て
、

国
道
五
六
号
線
が
私
た
ち
の
生
活
に

恩
恵
を
与
え
て
く
れ
た
よ
う
に
、
高

速
道
を
ど
う
生
か
す
か
。
こ
の
事
に

つ
い
て
私
た
ち
は
、
真
剣
に
検
討
し

対
処
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

(写
真
提
供
一
池
田
利
徳
氏
、
新
谷

公
民
館
/
文
提
供
二
高
柳
芳
久
氏
)

今月の納税は 市民のうごき
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大洲城天守閣再

6月定例市議会-

六
月
定
例
市
議
会
は
、

月
十
五
日
か
ら
二
十
七
日
ま

で
の
十
三
日
間
の
会
期
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

A
7
議
会
で
は
、
平
成
六
年

度
補
正
予
算
関
係
七
件
、
条

例
関
係
九
件
、
そ
の
他
三
件

の
計
十
九
件
が
提
案
さ
れ
、

審
議
さ
れ
ま
し
た
。

提
案
理
由
の
説
明

大
洲
市
で
は
、
市
制
施
行
四
十
周

年
を
迎
え
、
ま
た
、
地
方
拠
点
都
市

の
地
域
指
定
を
受
け
て
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

穏
や
か
で
美
し
い
自
然
と
歴
史
を
物

語
る
古
い
街
並
み
が
醸
し
出
す
温
か

い
人
情
と
風
情
は
、
「
伊
予
の
小
京

都
L

と
言
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
り
、

当
市
の
貴
重
な
財
産
で
す
。
こ
れ
か

ら
の
ま
ち
守
つ
く
り
は
、
こ
れ
ら
大
洲

固
有
の
素
材
に
、
い
か
に
新
し
い
魅

力
を
付
加
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
け
る
か
が
大
切
な
課
題
と
な
っ

て
き
ま
す
。

今
後
は
、
本
質
的
な
ま
ち
守
つ
く
り

の
視
点
か
ら
開
発
と
保
全
の
め
り
は

る
し
た

り
を
利
か
せ
た
「
明
日
の
大
洲
守
つ
く

り
」
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
考

え
、
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。

補
正
予
算
の
概
要

今
回
の
補
正
額

-'-同・
/¥ 

一
般
会
計

二
十

一
億
二
千
二
百
二

十

一
万
千
円

一
億
五
千
百
七
十
六
万

千
円

八
百
九
十
一
万
九
千
円

二
十
二
億
八
千
二
百
八

十
九
万
千
円

今
回
の
補
正
で
、
予
算
総
額
は
、

三
百
七
億
四
千
八
百
八
十

一
万
四
千

円
、
昨
年
同
期
と
比
較
す
る
と
、
約

十
四
・
四
%
増
加
し
ま
し
た
。

特
別
会
計

企
業
会
計

合

計

指定

A
A
冨

計

今
回
の
補
正
で
、
一
般
会
計
の
予

算
額
は
、
百
三
十
八
億
九
千
二
百
二

十

一
万
千
円
と
な
り
、
昨
年
同
期
と

比
較
す
る
と
九
億
七
千
四
百
六
十
四

万
八
千
円
(
七
・
五
%
)
増
加
し
ま

し
た
。

{
総
務
費
】

V
第
四
次
大
洲
市
総

合
計
画
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
印
刷
な
ど

に
二
百
八
十
六
万
円
V
大
洲
城
天
守

閣
再
建
基
金
積
立
金
と
し
て
千
万
円

{
民
生
費
}

V

生
活
文
化
女
性
塾

開
設
事
業
に
四
十
万
円
V
柳
沢
保
育

所
水
道
ろ
過
装
置
工
事
費
な
ど
に
四

百
三
十
万
円
V
新
谷
保
育
所
改
築
工

事
な
ど
に
二
億
四
百
八
万
円
V
地
域

改
善
対
策
特
定
事
業
に

一
億
二
千
五

百
九
十
万
円

{
衛
生
費
}

V

合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
整
備
事
業
補
助
金
と
し
て
四
百

十
万
八
千
円
V

一
般
廃
棄
物
処
理
基

本
計
画
策
定
業
務
委
託
料
と
し
て
五

百
万
円

一
農
林
水
産
業
費
}

V
若
い
農
業

経
営
者
海
外
研
修
事
業
費
補
助
金
と

し
て
五
十
六
万
三
千
円
V
側
愛
媛
県

農
林
漁
業
後
継
者
育
成
基
金
出
掲
金

と
し
て
千
二
百
七
十
五
万
七
千
円
V

中
山
間
地
域
農
村
活
性
化
総
合
整
備

事
業
実
施
計
画
委
託
料
と
し
て
四
百

四
十
万
円

{
商
工
費
}

V

肱
南
地
区
の
市
街

地
活
性
化
推
進
に
係
る
学
習
活
動
費

と
し
て
二
十
九
万
二
千
円
V
地
方
拠

点
都
市
企
業
進
出
調
査
委
託
料
と
し

て
四
百
万
円

{
土
木
費
}

V

道
路
改
良
事
業
(
市

道
田
口
徳
森
線
、
市
道
弁
天
田
野
々

線
)
に
四
億
三
千
四
百
八
十
五
万
六

千
円
V
公
園
整
備
事
業

(冨
士
山
公

園
、
新
谷
公
園
)
に
六
千
百
九
十
八

万
七
千
円
V
地
方
特
定
河
川
等
環
境

整
備
事
業
負
担
金
(
肱
川
左
岸
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
堤
防
壁
面
の
修
景
|
臥

龍
山
荘
下
流
か
ら
肱
川
橋
)
と
し
て

一
億
八
千
万
円
V
地
方
道
路
整
備
事

業
(
都
市
街
路
若
宮
天
満
線
、
市
道

内
山
線
)
に
一

億
五
千
二
百
四
十
二

万
八
千
円
V
公
営
住
宅
建
設
事
業
に

一
億
二
千
九
百
六
十
万
千
円

{
消
防
費
}
マ
消
防
施
設
整
備
事

業
に
二
千
四
十
万
四
千
円

{
教
育
費
}

V

教
育
用
コ
ン
ピ

ュ

ー
タ
ー
購
入
費
と
し
て
五
千
七
百
八

十
四
万
六
千
円
V
菅
田
小
学
校
屋
内

運
動
場
新
増
設
築
事
業
に
二
億
二
千

七
百
五
十
七
万
五
千
円
V
大
洲
市
誌

編
さ
ん
費
と
し
て
四
百
七
十
九
万
二

千
円

2 

条

例

関

係

V
大
洲
市
章
制
定
条
例
V
大
洲
城
天

守
閣
再
建
基
金
条
例
V
職
員
の
休
日
、

休
暇
並
び
に
勤
務
時
間
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
V
大

洲
市
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
支
給
条

例
の一

部
を
改
正
す
る
条
例
V
特
別

職
の
職
員
の
給
与
及
び
そ
の
他
の
給

付
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す

る
条
例
V
教
育
長
の
給
与
、
旅
費
及

び
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に

関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条

例
V
大
洲
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
V
大
洲
市

中
小
企
業
振
興
資
金
融
資
条
例
の

一

部
を
改
正
す
る
条
例
V
大
洲
市
観
光

施
設
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る

条
例

議
員
提
出
案
件

V
地
方
パ
ス
路
線
運
行
維
持
補
助
制

度
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て
地
方
パ

ス
路
線
の
公
共
的
役
割
の

観
点
か
ら
、
平
成
七
年
度
以
降
に
お
い

て
も
地
方
パ
ス
路
線
維
持
補
助
制
度

の
維
持
存
続
及
び
改
善
を
図
る
よ
う

関
係
行
政
庁
に
意
見
書
を
提
出
す
る

も
の
で
す
。そ

の

他

V
字
の
廃
止
に
つ
い
て
V
辺
地
に
係

る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画
の

変
更
に
つ
い
て
V
専
決
処
分
し
た
事

件
の
報
告
並
び
に
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て



周年記念事業大洲市制施行

大河11
1
1市制施行40周年記念事業実行委員会では

j'j¥ さまざまな楽しいイベン卜を企画しました。

40周年を記念しまた、るってご参加ください。

てミュージックサイレンやドキュメントビデオ

V
8
月
6
日
回
目
時
却
分
l
H
時

1

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
国
立
舞
台
サ
l
カ

ス会
場

一
大
洲
市
民
会
館

入
場
料
一
大
人
千
円
/
小
人
五
百
円

(前
売
)

などの制作も行います。

V
8
月刊
ω
日
聞

大
洲
吹
奏
楽
祭

市
内
パ
レ
ー
ド
(大
洲
駅

1
市
民
会

館

)

叩

時

1
日
時

演

奏

会

日

時

1
(大
洲
市
民
会
館
)

入
場
料

一
無
料

V
9
月
6
日
例

目

時

却

分

l

落
語
会
(
林
家
こ
ん
平
・
木
久
蔵
)

会
場

一
大
洲
市
民
会
館

入
場
料
一
千
円

V
9
月
刊
日
凶

口
時
却
分

1

愛
媛
能
大
洲
公
演

会
場

一
大
洲
市
民
会
館

入
場
料
一

S
席
五
千
円

(前
売
)
A
席
三
千
五
百
円

V
9
月
刊
日

ω
1日
日
間

カ
ヌ
l
ツ
ー
リ
ン
グ
肱
川

会
場
一
国
立
大
洲
青
年
の
家
/
肱
川

v
m月
お
日
田

銀
メ
ダ
リ
ス
ト
君
原
と
走
ろ
う
/

君
原
健
二
講
演
会

マ
ラ
ソ
ン
大
会

会
場

一
大
洲
市
民
会
館
ほ
か

入
場
料
、
参
加
料
一
無
料

V
日
月
2
日
制

1
3
日
附

お
お
ず
浪
漫
祭
叫

会
場

一
お
は
な
は
ん
通
り
ほ
か

v
m月
開
催
予
定

特
別
講
演
会

ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー

(大
洲
城
天
守
閣
再
建
基
金
の
設
置
〉

長
い
歴
史
の
流
れ
の
中
で
取
り
壊

さ
れ
た
大
洲
城
天
守
閣
を
復
興
す
る

た
め
に
、
広
く
寄
付
を
募
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
基
金
を
設
置
し
ま
し
た
。

〈ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
サ
イ
レ
ン
の
制
作
〉

N
H
K
ド
ラ
マ
「
お
は
な
は
ん
」

の
放
映
以
来
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
親

し
ま
れ
て
き
た
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
サ
イ

レ
ン
も
、
近
年
老
朽
化
が
目
立
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
サ
イ
レ
ン
塔

を
城
山
か
ら
冨
士
山
中
腹
に
移
動
し
、

今
ま
で
よ
り
も
広
い
範
囲
で
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
サ
イ
レ

ン
を
聞
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
朝

・
昼

・
タ
で
曲
を
変
え
、
そ
れ
ぞ
れ

『
田
舎
の
四
季
』

『
お
は
な
は
ん
』

『
七
つ
の
子
』
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〈市
民
の
森
整
備
〉

「結
婚
」
「
誕
生
」
「
長
寿
の
祝
い
」

な
ど
の
慶
事
を
記
念
し
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
自
ら
の
手
に
よ
り
思

い

出
の
植
樹
を
し
て
、
手
作
り
の
森
を

つ
く
っ
て

い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

ま
だ
、
細
か
い

こ
と
は
決
定
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
場
所
は
、

冨
士
山
旧
大

洲
学
園
跡
地
付
近
の

一
h
が
候
補
地

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

〈
エ
コ
ー
は
が
き
の
発
売
〉

大
洲
を
代
表
す
る
風
景
で
あ
る
冨

士
山
と
肱
川
の
ス
ケ

ッ
チ
を
印
制
し

た
グ
リ
ー
ン
エ
コ

l
は
が
き
を
製
作

し
ま
す
。

こ
れ
は
、

大
洲
市
誕
生
の

記
念
日
で
あ
る
九
月

一
日
に
県
内
の

郵
便
局
で
一
斉
に
発
売
と
な
り
ま
す
。

価
格
は
四
十
八
円
で
、
こ
の
う
ち
の

三
円
は
地
球
の
環
境
保
全
に
役
立
て

ら
れ
ま
す
。

〈大
洲
市
誌
編
さ
ん
(
改
訂
版
)
〉

昭
和
四
十
七
年
に
発
刊
さ
れ
た
大

洲
市
誌
は
、
二
十
年
以
上
を
経
過
し

て
そ
の
内
容
が
現
状
と
大
き
く
変
化

し
て
き
て
い
る
事
項
が
目
立
ち
は
じ

め
ま
し
た
。
そ
こ
で
内
容
を
再
検
討

し
た
改
訂
版
を
出
版
す
る
た
め
の
作

業
に
と
り
か
か
る
も
の
で
す
。

〈ド
キ

ュ
メ
ン
ト
ビ
デ
オ
制
作
〉

市
制
施
行
四
十
周
年
を
機
に
、
大

洲
の
歴
史
を
紹
介
す
る
ビ
デ
オ
を
つ

く
り
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
-つ
く
り
に

役
立
て
て

い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

古
代
か
ら
近
現
代
ま
で
の
大
洲
が
た
ど

っ
て
来
た
道
の
り
を
二
十
五
分
の
ビ

デ
オ
テ
ー
プ
に
納
め
ま
し
た
。
小
学
生

高
学
年
に
も
理
解
で
き
る
内
容
と
な

っ
て

い
ま
す
。
こ
の
制
作
に
あ
た
っ

て
は
、
お
お
ず
朝
霧
塾

(大
洲
の
資

源
を
生
か
し
て
ま
ち
守
つ
く
り
を
行
う

塾
)
の
塾
生
が
歴
史
書
や
史
料
を
研

究
し
て
シ
ナ
リ
オ
を
作
り
ま
し
た
。

で
き
あ
が
っ
た
ビ
デ
オ
は
市
内
の
教

育
機
関
へ
配
布
し
ま
す
。

〈市
章、

市
の
シ
ン
ボ
ル
マ

l
ク
の

制
定
〉

今
ま
で
定
め
て
な
か

っ
た
市
章
を、

本
年
六
丹
市
議
会
で
条
例
に
よ
り
制

定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
十

一
月

に
募
集
し
た
市
の
シ
ン
ボ
ル

マ
l
ク

も

一
部
修
正
を
行
い
制
定
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
来
月
発
行
予
定
の
広
報

臨
時
増
刊
号
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

3 



刺市制断必周年記念事業

き去段とlこECシ

ふ一向演講

大
洲
は
私
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

講
演
の
内
容

来」

〈世
界
で
一
番
安
ら
か
な
土
地
〉

こ
こ
(
大
洲
)
へ
帰
っ
て
き
ま
す

と
、
安
ら
か
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
お
顔
を
拝
見
し
て
も
、
ど

こ
と
な
く
親
類
の
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
私
に
と
っ
て
そ
う
い
う
場
所
が

日
本
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
と
て

も
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
仕
事
の
関

係
で
日
本
や
世
界
を
駆
け
回

っ
て
、

い
ろ
ん
な
風
景
を
見
て
い
ま
す
が
、

私
に
と

っ
て
一
番
穏
や
か
で
天
国
み

た
い
な
場
所
、
住
ん
で
い
る
人
も
気

風
も
景
色
も
全
て
が
穏
や
か
で
桃
源

郷
(
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
)
の
よ
う
な
印

未と星

(
桃
源
郷
)

大
洲
市
と
関
係
の
深
い
松
本
零
士
氏
の
講

演
会
が
、

市
制
施
行
四
十
周
年
を
記
念
し
て
、

六
月
二
十
六
日
回
大
洲
市
民
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

梅
雨
の
中
休
み
と
な
っ
た
こ
の

日
は
、

サ
イ
ン
会
も
聞
か
れ
、

百
人
以
上
の

人
が
列
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。

象
を
受
け
る
の
で
す
。

〈新
谷
で
の
少
年
時
代
〉

昭
和
十
九
年
に
疎
開
の
た
め
母
の

実
家
の
あ
る
新
谷
に
移
り
ま
し
た
。

毎
日
、
新
谷
の
国
民
学
校
へ
通
っ
て

練
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
二
年
生
か
ら

三
年
生
ま
で
の
問、

つ
ま
り
人
生
の
中

で
も
経
験
を
通
じ
て
受
け
る
印
象
が

強
烈
な
時
期
に
、
私
は
新
谷
と
い
う

桃
源
郷
で
、
大
自
然
の
懐
の
中
で
に
ぎ

や
か
な
仲
間
た
ち
と
遊
ん
で
い
た
の

で
す
。
こ
の
頃
の
こ
と
は
、
私
の
人

生
に
と
っ
て
天
の
恵
み
で
あ
っ
た
よ

う
に
さ
え
感
じ
ま
す
。
た
だ
し
、
戦

争
と
い
う
の
は
、
も
ち
ろ
ん
大
悲
劇

で
あ
っ
た
訳
で
す
け
ど
:
:
:
。
新
谷

を
後
に
し
て
私
た
ち
は
、
父
親
の
実

家
の
あ
る
戒
川
の
大
平
と
い
う
と
こ

ろ
で
し
ば
ら
く
生
活
し
ま
し
た
。
査

神
山
の
山
項
の
近
く
で
し
た
。

〈漫
画
家
と
し
て
の
原
型
〉

新
谷
の
頃
、
神
南
山
の
南
東
の
空

に
星
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。
昔
の
記

憶
で
す
か
ら
自
信
が
な
く
、
天
文
学

者
に
ど
ん
な
星
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、

肉
眼
で
見
え
る
星
に
そ
ん
な
も
の
は

な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
か
ら

し
ば
ら
く
し
て
新
谷
に
帰
っ
た
時
に

見
た
と
こ
ろ
、
や
は
り
星
が
並
ん
で

い
ま
し
た
。
オ
リ
オ
ン
で
し
た
。

ま
た
、
大
平
の
頃
、
壷
神
山
で
遊

ん
で
い
た
ら
、
何
か
大
き
な
音
が
し

4 

松
本
零
士
さ
ん
の

」
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

V
昭
和
十
三
年
一
月
二
十
五
日

福
岡
県
久
留
米
市
に
生
ま
れ
る
o

v
太
平
洋
戦
争
末
期
、
母
親
の
里
で

あ
る
新
谷
(
中
組
)
に
疎
開
し
、

小
学
校

一
年
か
ら
三
年
間
を
過
ご

す
。
(
こ
の
頃
の
こ
と
が
、
漫
画

『昆
虫
国
漂
流
記
』
に
詳
し
く
描
写

し
て
あ
る
)

V
昭
和
二
十
九
年

高
校
一
年
生
の
と
き
「
漫
画
少
年
」

に
「
蜜
蜂
の
冒
険
」
が
掲
載
さ
れ

デ
ビ
ュ
ー
す
る
。
高
校
を
卒
業
後

プ
ロ
漫
画
家
を
志
し
て
上
京
。
こ

の
と
き
の
下
宿
体
験
か
ら
、
後
の

「
大
四
畳
半
シ
リ
ー
ズ」
「
聖
凡
人

伝
」
な
ど
の
作
品
が
生
ま
れ
る
o

v
昭
和
四
十
三
年

「
漫
画
ゴ
ラ
ク
」
に
S
F
漫
画
「
セ

ク
サ
ロ
イ
ド
」
を
執
筆
。
こ
れ
が

契
機
と
な
り
、
少
年
誌
・
青
年
誌

に
次
々
と
意
欲
作
を
発
表
。

V
主
な
作
品
に
「
男
お
い
ど
ん
」
「
大

四
畳
半
シ
リ
ー
ズ
」
「
セ
ク
サ
ロ
イ

ド
」
「
イ
ン
セ
ク
ト
」
「
コ
ッ
ク
ピ
ッ

ト

・
シ
リ
ー
ズ
」
「
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ

ト
」
「
銀
河
鉄
道
9
9
9
」
「
宇
宙
海

賊
キ
ャ
プ
テ
ン
ハ

l
ロ
ッ
ク
」
「
ミ

ラ
イ
ザ
l
パ
ン
」
な
ど
が
あ
る
o

v
昭
和
五
十
三
年
度
漫
画
家
協
会
特

別
賞
受
賞

V
昭
和
五
十
三
年
度
小
学
館
漫
画
賞

受
賞
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乞」詑匙ヒ~

のとさる「ふ
松本零士講演に合わせて、原画

展も開かれました。会場となった

山荘画廊とおおず赤煉耳館には、

「宇宙戦艦ヤマトJ銀河鉄道99

9/宇宙海賊キャプテンハーロッ

クJなどの原画が展示されました。

て
流
れ
星
が
近
く
に
溶
ち
て
消
え
て

い
き
ま
し
た
。
い
ん
石
で
あ
る
こ
と
は

わ
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
話
を
同

じ
学
者
に
し
た
と
こ
ろ
、
そ
う
い
う
記

録
は
有
史
以
来
四
十
例
し
か
な
い
と
の

こ
と
。
今
、
こ
の
仕
事
に
就
い
て
思

う
こ
と
は
、
こ
の
二
つ
の
出
来
事
こ

そ
私
を
自
然
や
宇
宙
と
結
び
つ
け
た

運
命
的
な
出
合
い
だ

っ
た
と
い
う
気

が
し
て
な
ら
な
い
の
で
す
。

や
が
て
私
は
北
九
州
に
も
ど
り
、

が
さ
つ
な
街
で
生
活
を
す
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
私
の
漫
画
は
、
北
九
州

の
が
さ
っ
さ
と
大
洲
の
頃
の
大
自
然

が
ミ
ッ
ク
ス
し
て
生
ま
れ
て
き
た
の

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

〈ふ
る
さ
と
の
き
ず
な
を
大
切
に
〉

私
の
願
い
は
、
自
然
と
と
も
に
生

ま
れ
て
き
た
人
聞
が
、
こ
れ
か
ら
も

穏
や
か
に
、
平
和
に
暮
せ
る
よ
う
に

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
お
手
本
が

大
洲
だ
と
思
い
ま
す
。
今
、
私
は
あ

る
雑
誌
に
日
本
の
幕
末
の
時
代
の
こ

と
を
書
い
て
い
ま
す
。
そ
の
時
代
に

は
、
大
洲
か
ら
日
本
の
歴
史
に
か
か

わ
っ
た
人
が
た
く
さ
ん
出
て
い
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。
こ
の
穏
や
か
な

土
地
で
武
術
や
学
問
を
学
び
、
日
本

の
基
礎
を
つ
く
っ
た
の
で
す
。
私
は

こ
の
こ
と
を
知

っ
た
と
き
う
れ
し
さ

で
い

っ
ぱ
い
で
し
た
。
何
が
何
ん
で

も
書
か
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
い
う
意
気

込
み
が
わ
き
上
が

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
ふ
る
さ
と
の
き
ず

な
を
大
切
に
し
て
、
強
烈
に
自
分
の

ル
l
ツ
と
い
う
も
の
を
意
識
し
な
が

ら
仕
事
を
続
け
て
い
こ
う
と
思

っ
て

い
ま
す
。
ど
う
か
皆
さ
ん
、
こ
の
穏

や
か
さ
を
失
わ
ず
に
、
す
ば
ら
し
い

企サイン会には長い列ができ
ました。松本氏は時聞を延
長し講演会の始まりまでサ
インを書き続けました。

発
展
を
遂
げ
ら
れ
ま
す
よ
う
心
か
ら

お
祈
り
し
ま
す
。

昆虫国漂流記は松本

氏が新谷て過した 3年
間の思い出をもとに書

かれたマンガてす。

新谷を通り過ぎる列

車を見て銀河鉄道99
9が生まれたとも伝え

られています。

毘虫国

5 
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~シ

六
月
十
九
日
側
、
ミ
ス
大
洲
選
考
大
会
第
二
次
審
査
が

市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
選
考
会
に
は
、
第
一
次

審
査
を
経
た
十
六
人
の
女
性
が
出
場
し
、
浴
衣
と
洋
服
で

ス
テ
ー
ジ
に
並
び
、
一
人
ず
つ
マ
イ
ク
に
向
か
っ
て
、
自

分
の
趣
味
や
性
格
な
ど
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
ミ
ス
大
洲
代
表
に
大
塚
順
子
さ
ん
(
中

村
)
、
ミ
ス
大
洲
に
林
田
美
和
子
さ
ん
(
大
洲
)
と
山
本
陽

子
さ
ん
(
大
洲
)
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

ミ
ス
大
洲
代
表
に
選
ば
れ
た
大
塚
さ
ん
は
、

「ミ

ス
に
選

ば
れ
て
と
て
も
う
れ
し
い
。
も
っ
と
大
洲
の
こ
と
を
勉
強

し
て

P
R
に
努
め
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

企新らしいミス大洲に決定した 3人

左から林田美和子さん(ミス)。大塚JI慎子さん(ミス代表)、山本陽子さん(ミス)

6 

ミ
ス
大
洲
代
表
大
塚
順
子
さ
ん

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

-v生年
月
日
昭
和
幻
年
6
月
6
日

V
血
液
型

A
B
型

V
趣
味
水
泳
、
映
画
、
絵
画

V
職
業
家
業
の
手
伝
い

ー

休
日
は
何
を
し
て
い
ま
す
か

あ
ま
り
休
み
が
な
い
ん
で
す
。
今

回
の
副
賞
で
項
い
た
グ
ア
ム
旅
行
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ー
将
来
の
夢
は
?

か
わ
い
い
わ
嫁
さ
ん
に
な
れ
た
ら

い
い
な
あ
。
お
か
お
才
く
ら
い
で
。

|
大
洲
で
好
き
な
場
所
は
?

桜
の
咲
い
た
冨
士
山
と
初
夏
の
臥

龍
山
荘
が
好
き
で
す
。
小
京
都
の
イ

メ
ー
ジ
が
ピ
ッ
タ
リ
で
す
よ
ね
。

ー

よ
く
見
る
テ
レ
ビ
番
組
は
?

自
然
や
動
物
が
好
き
な
の
で
、
そ

う
い
う
番
組
を
家
族
皆
ん
な
で
見
て

い
ま
す
。



大
洲
市
教
育
委
員
会
は
、
今
年
も

夏
季
大
学
を
開
催
し
ま
す
。
今
年
の

講
師
は
、
元
大
関
琴
風
の
尾
車
浩
一

さ
ん
で
す
。
心
・
技
・
体
を
極
め
た

力
士
と
し
て
、
角
界
の
範
と
さ
れ
、

不
死
鳥
の
ご
と
く
よ
み
が
え
っ
て
き

た
波
乱
の
相
撲
人
生
は
、
感
動
的
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

{
日
時
}

3 ， 000発の花火tJ~

夜空を彩3

税
法
滞
一米
鶴
市一
一
審
海
…一…

W
I…

楼
………一一山川…
回絶叫働市第
一一浩
一深
夜

川まつり花火大会

八
月
十
一
日
附

開

場

午

後

6
時
初
分

開

演

午

後

7
時

{
場
所
】
大
洲
市
民
会
館

{
聴
講
料
}
四
百
円

※
聴
講
券
は
、
市
教
育
委
員
会
、
各

公
民
館
に
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

社
会
教
育
体
育
課
ま
で
。

宮
⑫
2
1
1
1
(
内
線
3
8
9
)

夏
恒
例
の
、
川
ま
つ
り
花
火
大
会

が
八
月
三
目
、
四
日
の
二
日
間
、
肱

川
を
舞
台
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
年
は
、
肱
南
河
原
が
護
岸
工
事

中
に
つ
き
、
観
覧
者
の
危
険
防
止
を

図
る
た
め
、
両
日
と
も
に
肱
北
河
原

で
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

三
千
発
の
花
火
が
夜
空
を
彩
り
、

山
々
に
こ
だ
ま
す
る
大
洲
な
ら
で
は

の
情
緒
を
十
分
に
お
楽
し
み
く
だ
さ

な
お
、
川
ま
つ
り
の
行
事
予
定
は

次
の
と
お
り
で
す
。

七
月
三
十
一
日
(
日
)

第
十
一
回
肱
川
い
か
だ
流
し
大
会

(
成
見
橋
下

1
新
富
士
橋
下
)
9
時

却
分
ス
タ
ー
ト

八
月
三
日
(
水
)

神
伝
流
肱
川
下
り
(
冨
土
橋

1
城
山

下
)
日
時
1
ロ
時

川
ま

つ
り
神
事
(
住
吉
神
社
)
日
時

1
2土
寸

花
火
大
会
(
肱
北
河
原
)
却
時

i
n

土
寸八

月
四
日
(
木
)

花
火
大
会

(肱
北
河
原
)

主
寸

お
い
し
い
ナ
シ
を
賞
味
で
き
る
、

「
観
光
ナ
シ
園
」
が
、
八
月
六
日

ω

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
大
洲
の
豊
か

な
土
壌
に
育
ま
れ
た
「
良
質
の
ナ
シ
L

が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

ご
家
族
連
れ
で
、
ぜ
ひ
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

開
園
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

{
場
所
}
大
洲
市
上
須
戒
(
一
の
瀬

梨
団
地
※
詳
し
く
は
地
図
参
照
)

{
開
園
期
間
】
八
月
六
日
出

1
九
月

中
旬

{
開
園
時
間
}
九
時
1
十
七
時

【
入
園
料
}
大
人
(
中
学
生
以
上
)

六
百
円
。
子
供
(
小
学
生
)
四
百
円
。

三
歳
以
上
二
百
円
。

※
持
ち
帰
り
は
、
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当

り
五
百
円
。
団
体
割
引
は
、
十
五
人

以
上
か
ら
で
、
一
割
引
で
す
。

V
な
お
、
詳
し
く
は
下
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

o
J
A
大
洲
上
須
戒
支
所

宮
⑮
0
0
2
1

0
商
工
観
光
課
観
光
係

宮
⑪
2
1
1
1
(
内
線
3
2
7
)

ゆ
寺
1
3

n〆'』

n
n
H
n
/』

至長浜

大
洲
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ネ
ー
ミ
ン
グ
発
表
記
念

宇
崎
竜
童
・
川
井
上
莞
之
コ
ン
サ
ー
ト

{
日
時
}

8

月
3
日
附

口
時
初
分
1
日
時

{
場
所
}
大
洲
市
民
会
館

{
入
場
料
}
前
売
一
二
千
円
(
加

盟
庖
に
で
発
売
)
当
日
一
三
千
五

百
円

※
詳
し
く
は
、
大
洲
駅
前
共
同
居
舗

開

発

鮒

宮

⑫

7
7
5
5
ま
で

7 



オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
が
進
ん
で
い
ま
す

地
球
に
は
、
高
層
の
成
層
圏
に
オ

ゾ
ン
が
た
く
さ
ん
集
ま

っ
た
層
が
あ

り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
人
類
を
は
じ

め
と
す
る
生
物
に
有
害
な
太
陽
か
ら

の
紫
外
線
を
吸
収
し
て
い
ま
す
。

こ
の
オ
ゾ
ン
層
を
破
壊
す
る
の
が

フ
ロ
ン
で
す
。
オ
ゾ
ン
層
が
減
少
し
、

紫
外
線
が
地
球
上
に
多
量
に
入
る
と
、

皮
膚
ガ
ン
が
多
発
し
た
り
農
作
物
へ

の
悪
影
響
な
ど
が
生
じ
、
人
類
の
生

存
が
あ
や
ぶ
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。こ

の
た
め
、
フ
ロ
ン
を
使
わ
な
い

製
品
や
フ
ロ
ン
に
替
わ
る
物
質
の
開

発
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

しレも
よ 1 、
う製フ
。 仁] r守

口口 】

なン
どを
の使
使 つ
用て

心 な
カIp

けス
まフ。

。
ホ
イ
鎗
て
は
ダ
メ
ノ
・

道
路
や
公
固
な
ど
に
、
空
き
缶
、

タ
バ
コ
の
吸
い
殻
、
ガ
ム
、
弁
当
殻

の
ポ
イ
捨
て
が
後
を
断
ち
ま
せ
ん
。

自
分
の
身
の
回
り
だ
け
で
な
く
、

地

域
や
公
共
施
設
の
環
境
美
化
に
も
努

め
ま
し
ょ
う
。

空
き
缶
、
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
、
ガ

ム
、
弁
当
殻
は
ポ
イ
捨
て
し
な
い
で

ゴ
ミ
箱
に
入
れ
る
か
、
持
ち
帰

っ
て

処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
観
光
地
に
行

っ
た
と
き
も
、

ポ
イ
捨
て
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ゴ
ミ
の
な
い
き
れ
い
な
町
会つ
く
り

に、

一
人
ひ
と
り
が
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

8
月
1
日
j
ワ
日
は

「観
光
週
間
」
で
す
。

観光υフνv三ノユ
一一ゆとりとマナーで楽しい旅一一

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

「国
際
家
族
年
と

同
和
教
育
L

矧

H

人
権
土
壌
は
家
庭
か
ら
H

す

わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
住
み
よ
い

ま
ち

じ吻
う
み
ん

町
と
は
「
住
民
み
ん
な
が
、
お
た
が

じ

ん

付

ん

そ

ん

ち

ょ

う

あ

ぜ
い
か
っ

い
の
人
権
を
尊
重
し
合
っ
て
生
活
し

て
い
る
町
」
と
い
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
町
が、

健
康
な
町
と
も
い
立
法
す
。

「
人
権
」
は
、
社
会
が
健
康
で
あ

る
た
め
に
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
そ

か

て

い

の
土
壌
と
な
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭

が
健
康
で
な
く
て
は
持
司
法
せ
ん
。

「
い
じ
め
」
や
「
部
落
差
別
」
の
起

き
な
い
土
壌
、
ま
た
、
起
き
よ
う
と

ち

ょ

ろ

ニ

う

め

し
で
も
、
そ
の
兆
候
の
う
ち
に
芽
が

つ
み
取
ら
れ
る
は
た
ら
き
詑
持

っ
た

土
壌
は
、
ま
ず
家
庭
か
ら
耕
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

じ

ん

げ

ん

し

ん

が

い

ぜ

勺

人
権
侵
害
は
、
人
と
人
と
が
接
す

ヲ
入
戸
主
フ
ゐ
匂
わ

た
と

る
上
で
の
一活
動
で
表
れ
ま
す
。

例
は

ば
「
人
を
軽
べ
つ
す
る
」
「
人
を
仲

間
は
ず
れ
に
す
る
」
「
人
を
い
じ
め

る
」
な
ど
で
す
が
、
そ
う
い

っ
た
行

為
を
、
人
か
ら
「
そ
れ
は
人
権
侵
害

し

て

き

だ
よ
。
」
と
指
摘
さ
れ
て
「
あ
あ
そ
う

か
。
」
と
気
づ
く
の
で
は
な
く
、
ち
よ

じ

ん

げ

ん

む

し

か

弘

だ

は

ん

の

う

っ
と
し
た
人
権
無
視
に
も
体
が
反
応

か
ん
カ
〈

す
る
よ
う
、
も

っ
と
人
権
感
覚
に
慣

た
い
せ
つ

れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
習
う
よ
り

慣
れ
る

立
と
で
す
。

こ
う
考
え
て
き
ま
す
と
、
人
が
生

ぜ
い
ち
子っ

か

て

い

と

〈

ま
れ
て
成
長
す
る
過
程
で
、
特
に
、

ど

も

二

ろ

み

甘

か

仁

ち

じ

a
う
せ
い
か
っ

子
供
の
頃
か
ら
、
身
近
な
日
常
生
活

No.190 

人
権
と
同
和
教
育

み

の
中
で
人
耀
誠
一
覚
を
身
に
つ
け
て
い

く
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

ぞ

〈

じ

ん

げ

ん

か

ん

付

い

子
供
た
ち
が
、
家
族
の
人
間
関
係

の
中
で
、
人
権
感
覚
を
身
に
つ
け
て

き

か

い

か

ず

か

ぎ

い
く
機
会
は
数
限
り
な
く
あ
る
の
で

す。
さ
り
げ
な
い
親
の
言
動
を
見
聞
き

だ

レ

ち

す
る
う
ち
に
、
か
わ
い
た
大
地
が
水

す

ニ

を
吸
い
込
む
よ
う
に
、
知
ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に
血
と
な
り
肉
と
な

っ
て

身
に
つ
い
て
い
く
も
の
な
の
で
す
。

健
全
な
家
庭
で
あ
れ
ば
、
ち
ょ

っ

と
し
た
人
権
無
視
、
侵
害
に
も
、

だ
れ
か
が
気
づ
い
て
、
「
そ
れ
は
、

お
か
し
い
よ
。
」
と
指
摘
す
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
こ

と
が
練
内
認
さ
れ
て
、
慣
習
に
ほ
れ

ば
、
家
庭
内
に
も
「
人
権
の
規
範
」

と
も
言
う
べ
き
も
の
が
生
ま
れ
て
き

ま
す
。
そ
う
し
た
規
範
こ
そ
「
差
別」

ゆ

る

し

〈

ぬ
い
て
き

ょ
〈

を
許
さ
な
い
社
会
的
な
抑
止
力
に
つ

な
が

っ
て
い
く
の
で
す
。

へ
ん
付
ん

「差
別
」
や
「
偏
見
」
在
日
以
く
べ

て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
地
道
で
時

か
ん聞

の
か
か
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

ぜ

い

き

も

「二
十

一
世
紀
に
差
別
を
持
ち
越
さ

あ
い

こ

と

ば

じ

だ

L

む

な
い
」
を
合
言
葉
に
、
次
代
に
向
け

じ

品

ん

で、

一
人

一
人
が
自
分
の
こ
と
と
し

て
、
ま
ず
家
底
か
ら
「
人
権
土
壌
」

を
し

っ
か
り
耕
し
て
、
そ
れ
を
、

地

ぱ

が

勺
ニ
う

は

る

ん

域
に
、
職
場
に
、
学
校
に
と
波
紋
を

広
げ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

8 



"-6月18日(封都会の女性!こ農業の

大切さき知って1i'Jレいと「ふれあい

農業交流集会Jn開介れまレだ。田

植の実習で1eJ:、土の中h'Lう足n抜け

怠(1ã~女性n続出レましだ。

9 

活

問

問

。

…

学

定

問

小

レ

野
立
小

平

れ
と

さ

児

待
園

招

稚

斤
幼

人
の
O

内

5

市

フ

6月5日(日)大洲の環境きょ〈惨
です3連絡協議会主催12よ3清掃

活動「つリーン大洲歴史ウオ、ν
ヂシヴJn行われまじだ。

‘6月11日(却今年ち恒例の柳
沢15だ3まつりn開介れまじた。
夜のとlぎりがすlLJだ頃、大粒の
庁i91しの光n無数!之飛びh'い、
おまつり会場の柳沢公民館1eJ:、
大勢の人でにぎわいましだ。

6月29日附 大洲市交通砂

安全推進協議会n行われ、市

内各機関や団体ti"一丸とちっ

て交通事故防止に努め3こと

を宣言しまレだ。

‘「ホーホー」と鳴C?オパズっき

発見レましだ。近所の人の話!こよ3

と、?オパズワ1eJ:2羽のつnいで、

メス1eJ:卵を育ててい3可能性ちあ3

と介。大切l己見守ってください。

(7オパズつのだめに場所1eJ:o1知Lう

ぜでさまぜん)

( 



老
齢
厚
生
年
金
、
障
害
厚
生
年
金
ま

た
は
厚
生
年
金
保
険
・
船
員
保
険
の
老

齢
年
金
(
昭
和
六
十
年
法
律
改
正
前
の

規
定
に
よ
る
)
を
受
け
て
い
る
人
の
加

給
年
金
額
対
象
者
で
あ
る
配
偶
者
が
、

公
的
年
金
制
度
か
ら
老
齢
・
退
職
ま
た

は
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金
(
次

表
参
照
)
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
き
は
、
加
給
年
金
額
の
支
給
が
停

止
さ
れ
ま
す
。

配
偶
者
の
人
が
表
の
年
金
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
は
、
「
加
給
年

金
額
支
給
停
止
事
由
該
当
届
L

を
社
会

保
険
事
務
所
ま
で
速
や
か
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

こ
の
届
け
出
が
遅
れ
ま
す
と
、
受
け

取
り
過
ぎ
に
な

っ
て
い
る
加
給
年
会
品
額
相

当
分
を
、
今
後
支
払
わ
れ
る
年
金
か
ら

返
済
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
一

時
的
に
受
け
取
る
年
金
額
が
少
な
く
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
十
分
に
ご
注
意
く

ω
 

ま
ご
こ
ろ
の
お
く
り
も
の

六
月
三
十
日
分
ま
で

(
敬
称
略
)

金

一

封

西

大

洲

井

上

朝

男

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
三
善
地
区
社
協
へ
)

多

国

西

国

利
則

金

一
封
(
菅
団
地
区
社
協
へ
)

菅

田

町

山

口

裕

意

金
一
封
(
久
米
地
区
社
協
・
柳
沢
地

区

社

協

へ

)

阿

蔵

増

岡

信

行

金

一
封

(南
久
米
地
区
社
協
へ
)

梅

川

堀

田

範

秋

(
物
品
の

口
座
)

車
椅
子
一
台
(
貸
出
用
)

だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
届
け
出
に
関
す
る
詳
し

い
こ
と
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係
ま
で

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

告
⑪
2

1
1
1
(内
線
2
5
7
)

加給年金額が支給停止になる公的年金制度名
および年金等の種類

国 民 年 金 障害年金 ・障害基礎年金

厚生年金保険
老齢年金-老齢厚生年金(*1 )・
障害年金

自白 員 保 積 老齢年金 -障害年金

共
国家公務員等(注) 退職年金(*2 ) .減額退職年金・

地方公務員等 退職共済年金(*3 ) 障害年金・障害共
j斉 私立学校教職員 済年金

組 農林漁業団体職員

4E2コ与 旧市町村職員 (注)旧公共企業体等共済組合を含みま

日本製鉄八幡 す

恩給法c基づく退職又は障害を支給事由とする年金

地方公務員の退職年金c関する条例c基づく退職又は障害を支給
事由とする年金(*2 ) 
執行官法附則第13条の規定に基づく年金

旧令による共済組合等からの年金受給者のための特別措置j去に基
づく退職又は障害を支給事由とする年金

戦傷病者戦没者遺族等援護法に基づく障害年金

ω
 

新

谷

町

平

田

知

之

あ
た
た
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

手
話
教
室
を
開
講

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
「
ふ

れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
L

の
一
環

と
し
て
「
手
話
教
室
」
を
開
講
し
ま
す
。

本
教
室
は
、
九
月
五
日
(
月
)
よ
り

毎
週
月
曜
日
午
後
七
時
よ
り
中
央
公
民

館
を
会
場
と
し
て
開
講
し
、
講
師
は
、

手
話
サ
ー
ク
ル
「
ド
リ
ー
ム
」
及
び
愛

媛
県
聴
覚
障
害
者
協
会
大
洲
支
部
の
皆

<* 1)年金額計算の基礎となる被保険者期間が240月以上のもの
<* 2)通算退職年金は除きます

<* 3)年金額計算の基礎となる組合員期間が240月以上のもの又はこれと同等のもの

ω

@

咽

さ
ん
に
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。
手
話

に
関
心
の
あ
る
人
、
こ
れ
か
ら
手
話

を
勉
強
し
た
い
人
は
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

〔
参
加
申
込
等
〕

手
話
教
室
の
詳
し
い
内
容
・

申
込
書

は
、
今
月
号
の
社
協
会
報
「
し
あ
わ
せ
」

に
入
っ
て
い
ま
す
の
で
、
合
わ
せ
て
ご

覧
く
だ
さ
い
。

昨
年
度
の
手
話
教
室
で
は
六
十
五
名

の
人
が
受
講
し
ま
し
た
。
教
室
終
了
後

も
、
受
講
生
の
う
ち
多
数
の
人
が
手
話

サ
ー
ク
ル
「
ド
リ
ー
ム
」
に
加
入
し
、

技
術
向
上
に
向
け
て
勉
強
に
励
ん
で
い

ま
す
。

図書館

新
刊
図
書
案
内

私

の

メ

デ

ィ

ア

評

論

青

木

彰

著

女
初
代
で
自
分
を
変
え
る
生
き
方

楼
井
秀
勲
著

ご
意
見
番
ま
か
り
通
る
岩
崎
照
皇
著

チ
ベ

ッ
ト
「
第
三
の
限
」
の
謎

中
岡
俊
哉
著

「
政
治
改
革
」
事
始
め
小
島
和
夫
著

四

国

経

済

風

土

記

横

山
昭
市
著

平
成
不
況
の
政
治
経
済
学
佐
和
隆
光
著

日
本
が
変
わ
る
社
会
が
変
わ
る

田
原
総

一
朗
著

夢

破

れ

る

国

日

本

唐

溝

他

著

い
ま
、
な
ぜ
民
族
か
蓬
賓
重
彦
他
編

老
親
を
棄
て
ら
れ
ま
す
か
門
野
晴
子
著

人
を
育
て
る
先
生
ダ
メ
に
す
る
先
生

木
村
時
夫
著

二

O
O
一
年
日
本
人
の
寿
命

中
原
英
臣
他
著

怪

奇

現

象

の

正

体

大

槻

義

彦

著

山

菜

北

隆

館

慢

性

肝

災

飯

野

四

郎

著

図

解

気

功

法

季

土

信

著

運

動

処

方

伊

藤

朗

著

イ
ル
カ
が
人
を
癒
す
小
原
田
泰
久
著

健
康
は
自
分
で
守
ろ
う
栗
原
雅
直
著

環
境
保
護
の
原
点
を
考
え
る

D
・
ペ
ッ
パ

l
著

宇

宙

創

生

を

さ

ぐ

る

横

山

順

一

著

小

惑

星

地

球

大

衝

突

輿

石

肇

箸

人
類
は
滅
亡
に
向
か
っ
て
い
る

西
海
潤

一
著

和

風

の

お

や

つ

中

城

裕

美

著

生
活
ミ
ニ

事
典

2

N

H

K

コ

メ

業

界

は

閣

の

中

相

川

俊

英

著

樹

々

写

真

集

牛

尾

征

治

著

男

あ

り

て

津

地

久

枝

著

吉
本
興
業
の
秘
密
・
会
社
編

10 

東サ 四丹女元新群悲マ焔終遠弓海銀妖オ利猫四テ彼 J 
京ハ 十 j皮と気選 惨イ 章景形行春サ 文季 l ら リ
近リ 代で 男 の 組 体 鑑 ル 印 か の の 人 消 記 ム 休 拾 の マ の l 
郊 ン 、いのヒ青 賞ス ら 森 月 失 の 遺こ別夏 グ
ぶに女ご未ミ春団トの 上朝 と英、 、大
ら残はつ釆ツ譜 l 女 ・ ば文 ぼ日こ阪
りこもそ形 ン 下 lω解く 刊 れ お
文さうう 話読らスか笑
学れ一 教のポらい
散て度 残 大連 増 米 室 夏 lが総

萎山歩粟山挑田海間森藤山島下城田泡戸山田森星室川伊山ツ本合
哲本 弁崎戦島老里満原口村字三島坂井田み 川 井千藤際新番研
;換容 仁洋 す征坂江喜智 洋陀紀 妻十智ず 清光嘉和淳聞だ究
他朗 雄 子 る彦武子子美泉子児彦一夫月彦子詠司広子夫司社 所
著著 著著 著著著著著著著著著著著著著著著著著著著著 編 著

北
朝
鮮
脱
出
上
・
下

8
月
生
涯
学
習
講
座
ご
案
内

8
月

4
日
附

(
9

一
m
i
n
・

m)

本
に
親
し
む
親
子
読
書
講
座

古
岡
和
子
先
生

8
月
白
日
刷

(
9
一
叩

1
1
一
却
)

先
覚
偉
人
に
学
ぶ
郷
土
の
文
化
講
座

澄
回
恭
一
先
生

。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

図

書

館



広
島
原
爆
絵
画
展
の

ご

案

内

世
界
連
邦
建
設
同
盟
大
洲
支
部
で
は
、

広
島
市
民
の
描
い
た
原
爆
絵
画
展
を
開

催
し
ま
す
。
こ
の
絵
画
展
は
、
戦
争
の

悲
惨
さ
を
訴
え
、
世
界
の
平
和
に
つ
い

て
考
え
て
も
ら
う
た
め
に
行
う
も
の
で

す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

O
期
間

8
月
日
日
間

1
初
日
出

O
場

所

大

洲
市
立
中
央
公
民
館

新
レ
い
人
権
擁
護
委
員
に

高
岡
政
義
さ
ん

本
年
六
月
一
日
付
け
で
、
法
務
大
臣

か
ら
次
の
人
が
、
当
市
の
人
権
擁
護
委

員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
が
不
当
な
差
別
や
い
や
が
ら

せ
な
ど
の
人
権
侵
害
を
受
け
た
り
、
結

婚
、
離
婚
、
扶
養
、
相
続
な
ど
の
家
庭

内
や
、
騒
音
、
振
動
、
悪
臭
な
ど
に
よ

る
隣
近
所
と
の
も
め
ご
と
、
借
地
、
借

家
問
題
な
ど
で
困

っ
て
い
る
場
合
に
、

人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
乗
っ
て
く
れ

ま
す
か
ら
、
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ

な
お
、
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

(有)南予水道住 設

淳山 水 道 工 事 底

合 25-1350

ft24-2583 

8月6日出

(有)星 加水道 設 備8月7日(日)

【新
し
い
委
員
】

氏

名

高

岡

政

義

住
所
大
洲
市
五
郎
乙

n番
地

中
学
校
卒
業
認
定
試
験

丹
実
施
さ
れ
ま
す

病
気
や
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由

の
た
め
、
中
学
校
を
卒
業
す
る
こ
と
、
が

で
き
な
か

っ
た
人
に
対
し
て
、
卒
業
程

度
認
定
試
験
が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ

ま
す
。

{試
験
日
}

日

月

日

日
幽

【試
験
場
】

愛
媛
県
庁

【願
書
受
付
期
間
】

8
月
8
日
間

1
9
月
7
日
附

【受
験
手
続
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
教
育
委
員
会
義
務
教
育
課

含

0
8
9
9
@

2
1
1
1

(内
線

4
3
2
3
)

大
洲
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

含
⑪
2
1
1
1
(内
線
3
8
4
)

九
ひ
め
子
育
で
教
室
の

ご

案

内

乳
幼
児
の
育
児
・
子
育
て
に
つ
い
て

不
安
や
悩
み
を
お
持
ち
の
人
ゃ
、
日
頃

相
談
し
て
み
た
い
こ
と
が
あ
る
人
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
専
門
の

n26-0020 

5支

岡福 水道工事 庖

(有) 業

{蒲

含 25-4023

ft24-3656 

ft24-2541 

住

言支

工

屋

電

オミ
不本

丸

予イ予

徳8月13日出

8月14日(日)

相
談
員
が
お
答
え
し
ま
す
。

【日
時

}

8

月
幻
日

ω

9
時
叩
八
刀

1
日
時

{
場
所
】
大
洲
市
立
中
央
公
民
館

{主
催
}

愛
媛
県
教
育
委
員
会

【
講
師
】

大
塚
忠
則
先
生
(
愛
媛
大

学
教
育
学
部
教
授
)
加
藤
孝
雄
先

生

(県
生
涯
学
習
推
進
講
師
)

{
申
し
込
み
】

8
月
刊
日
ま
で
に
大

洲
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
体
育
課

包

@
2
1
1
1
(内
線
3
8
9
)

申
し
込
み
者
に
は
後
日
相
談
時
間
を

通
知
し
ま
す
。

【そ
の
他
}

託
児
所
の
準
備
あ
り

台
風
う

l
ズ
、
/
で
す

郡
宅
の
備
為
陪
万
全
で
す
介

台
風
は
、
七
月
か
ら
十
月
に
か
け
て

多
く
発
生
し
ま
す
。
中
で
も
八
月
、
九

月
は
大
洲
地
方
に
多
く
の
台
風
が
接
近

や
上
陸
を
し
、
各
地
に
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
台
風
シ
ー
ズ
ン
が
来
ま
し
た

が
、
皆
さ
ん
の
お
宅
の
台
風
対
策
は
万

全
で
す
か
。
台
風
は
日
頃
の
備
え
で
被

害
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

も
う
一
度
家
の
周
り
を
点
検
し
、
悪
い

と
こ
ろ
は
早
め
に
補
強
や
修
繕
を
し
て

n24-5351 

所

n24-2216 

{蔚

{庸

大

ネ申

(有)いの水道設備

まま 25-0300

ft24-3783 

ft25-4684 

工

言支

言支

量失

原

南

士家

(有)8月20日凶

8月21日(日)

お
き
ま
し

ょ
う
。

O
台
風
接
近
時
の
建
物
な
ど
は
だ
い
じ

よ
-
つ
ぶ
?

・
戸
、
窓
、
壁
な
ど
に
は
補
強
材
に
よ

る
応
急
的
な
補
強
を
行
う
。

-
倒
壊
の
恐
れ
の
あ
る
建
物
は
、
つ
つ

か
え
柱
を
取
り
付
け
、
ロ

ー
プ
張
り
、

大
き
な
筋
か
い
の
打
ち
付
け
を
す
る

0

・
煙
突
、
看
板
、
塀
、
立
木
な
ど
を
針

金
な
ど
で
補
強
す
る
。

-
電
灯
引
き
込
み
線
が
た
る
ん
で
い
な

い
か
を
点
検
し
、
破
損
し
た
も
の
は

直
ち
に
最
寄
り
の
電
力
会
社
に
連
絡

す
る
。

-
屋
根
、
窓
、
扉
が
破
損
し
て
い
る
と

こ
ろ
は
早
め
に
修
理
す
る
。

O
台
風
に
備
え
た
準
備
は
だ
い
じ
よ
う

、
ぶ
?

・
停
電
に
備
え
て
、
ラ
ジ
オ
や
懐
中
電

灯
を
準
備
し
て
お
く
。

-
非
常
時
の
食
糧
や
飲
料
水
を
準
備
し

て
お
く
。

-
負
傷
し
た
時
の
た
め
に
応
急
手
当
の

救
急
箱
を
準
備
し
て
お
く
。

-
貴
重
品
は
ま
と
め
て
お
く
。

O
台
風
情
報
は
こ
ま
め
に
/

-
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
で
常
に
台
風

情
報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

-
台
風
が
過
ぎ
た
あ
と
で
も
大
雨
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

-
隣
近
所
の
人
と
連
絡
を
取
り
合
い
情

報
を
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

-
万

一
の
場
合
は
早
め
に
避
難
し
ま
し

トム

F
A
，ノ。

V
道
路
を
ま
も
る
月
間

・
道
の
日
(
八
月
十
日
)

と
の
子
5
E

誇
れ
奇
道
と

lよ
し圏、

=< 
す

所

(有)内田電気水道設備

設 備

ダ 設備

庖

n25-2858 

合 24-0783

主失

ク

n24-3674 

藤

合 26-0537

道

工

ノ

水

サ

f呆

(有)ア

(有)オ

久

佐

8月27日凶

8月28日(日)

n24-4410 

6月末までの

大洲市内の交通事故

6月末現在 昨年同期

件数 121 104 

負傷者 151 140 

死者 7 

11 



保健センターだより

宮 24-3ワワ5

.乳児健康診断.

実施日

8月 2日伏) 平成 6年 3月生※

8月11日(木) 平成 5年 1月生

8月16日伏) 平成 5年 9月生※

8月23日伏) 平成 3年 7月生

※は肱南、久米、肱北、喜多、平

地区のみ

受付時間 13時-13時30分

実施場所 大洲市保健センタ ー

持参品母子手帳

.乳幼児育児相談.

実施日 8月 9日伏)

該当者肱南、久米、肱北、喜

多、平地区の乳幼児

受付時間 9時30分-11時

実施場所大洲市保健センター

持参品母子手帳、タオル、着

替え

.健康相談.

日時 8時10日(水) 月

9時-12時、 13時-15時

場所中央公民館

日時 8月25日(木) 13日寺-15日寺

場所大洲市保健センター

.成人病検診及び結核検診.

実施日 場 所

8月 4日(木) 八多喜連絡所

8月 9日(火) 柳沢連絡所

8月25日(木)、26日働新谷連絡所

8月31日(水) 上須戒連絡所

受付時間 9時30分-11時

13時-15時

. 胃及び大揚がん検診.

実施日 場 所

8月 9日伏) 柳沢連絡所

受付時間 8時-10時

.婦人がん検診.

実施日 場 所

8月 3日(別 柳沢連絡所

8月31日(村 上須戒連絡所

受付時間 13時-13時30分

検診料胃がん 900円

大腸がん 400円

子宮がん 700円

乳がん 200円

※70歳以上の人は無料

広報おおず ，94 8月号 |

-{
岡
崎
直
ば
長
崎

一

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
交
通
事
故
相
談
】

(
愛
媛
県
)

日
時

8
月
8
日

何

日

時

1
日
時

8
月
沼
日
何
日
時
1
日
時

場
所
い
ず
れ
も
市
役
所
二
階
会
議
室

{
人
権
相
談
】

(法
務
省
)

日
時

8
月
ロ
日
山
田
叩
時
1
日
時

場
所
平
公
民
館

日
時

8
時
詑
日
開
叩
時

1
日
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

【
心
配
ご
と
相
談
}

O

一
般
相
談
毎
週
月

・
水
・
金
曜
日

第

一
・
第
三
火
曜
日

O
法
律
相

談

第

二

・
第
四
火
曜
日

O
介
護
相
談
毎
週
木
曜
日

O
電
話
相
談

含
@
5
6
2
9
(
直
通
)

関
所
時
間
内
で
受
け
付
け
ま
す
。

寺
司

O
土
寸

1
2
寺、

3
寺
1
6土
寸

H
R
H
1
日

1
H

1
日

1
H

場
所
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
室

(市
役
所
別
館
二
階
者

【
家
庭
児
童
相
談
}

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
市
福
祉
事
務
所

{
行
政
相
談
】

(
総
務
庁
)

日
時

8
月
四
日
幽

9
時
i
u
時

場
所
市
役
所
五
階
会
議
室

急
ぐ
時
に
は
、
宮
⑪
3
6
9
4
(
玉
木
)

又
は
含
⑫
4
2
9
4
(辻
)
ま
で

【社
会
保
険
相
談
】

日
時

8
月
5
日
樹
、
ロ
日
叩

O
土
寸

1
6土
寸

1
i

n
口

1
A
n
口

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

担
当
松
山
西
社
会
保
険
事
務
所

{
何
で
も
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
隣
保
館

宮
⑪
6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
含
@
0
9
4
7

【
不
動
産
無
料
相
談
】

日
時

8
月
日
日
開

9
時
l
M
時

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

岡
上
田
不
動
産

中
村
三
三

O
|
九
宮
⑪
4
4
5
2

【
青
少
年
相
談
電
話
}

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

合
⑫
円
ハ
肘

μ
凶

【
定
期
税
務
相
談
】

日
時

8
月
ロ
日
幽
叩
時
1
日
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

内
容
税
金
に
関
す
る
こ
と
全
般

担
当
高
松
国
税
局
税
務
相
談
室

松
山
分
室

..，. おい受実 8受実 8 四 大 市 実の
7 93 お 願ずけ施月け施 月 実

歯
国洲立場施で次

献月年 お いれ付場 24付場 24施 電 自 大 日ごの
16全

煉芸
し も け 戸斤日け i5ff日 日 カ動洲所 協と

血日国 ま 、は (水)は (水) 大車病 8 力お
回ト すあ 14大 13大 科 洲教院 月をり の1ン 。ら 時洲歯時洲乳 15営習 4 ~吉採
8 ボ 告かか保健 のか保幼内 時 業 所 10 日 願 血 お
月写 瓦 ⑪3 じら こら健児 本目

15所 13日寺時(木)い車
知

日7 展真 館 めで所とで所歯 分 日寺 1 しが
_.' 1電す 何す 科容 30 12間 ま巡 ら

(日) 色ーー 6話。 で。 キ目 16 分時 す回

案内 5連 も ニ再9政t 雲邑火公 時 。し せ
絡を

中目 30 15 ま
圭岡グ~くc 分 日寺 す

，...-燃えるゴミの収集「

お盆のため8月13日(月)は

休みます

[該当地区]

肱南地区全域、田口、市木

徳森(小鳥越・中山西・西

松ヶ花)、新谷地区全域

V

つ
つ
じ
ま
つ
り
写
真
展

8
月
比
日
間
1
8
月
幻
日
間

V
小

・
中
学
生
の
た
め
の
模
型
工
作
展

8
月
M
日
制

V
大
洲
南
中
学
校

「
ふ
る
さ
と
風
景
」

写
生
展

8
月
M
日
制
1
8
月
幻
日
制

|休|日|急|患|診|療|

8月7日

(日)

藤 本外医院(中町)

含 24-2310

大洲中央病院(東大洲)

会 24-4551

村上内医院(北只)

含 23-3500

大洲中央病院(東大洲)

含 24-4551

大野内医院(片原町)

n 24-6800 

大洲中央病院(東大洲)

n24-4551 

村上外医院(片原町)

まま 24-2262

大洲中央病院(東大洲)

n 24-4551 

8月14日

(日)

行
方
不
明
者
等
捜
索
強
化
月
間

皆
さ
ん
の
ご
家
族
に
、
突
然
行
方
が

分
か
ら
な
く
な
っ
た
人
や
、
長
い
間
連

絡
が
と
れ
な
い
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

箸
察
で
は
、
八
月
を
行
方
不
明
者
等

捜
索
強
化
月
間
と
し
、
身
元
不
明
者
の

身
元
確
認
を
行

っ
た
り
、
事
件
や
事
故

に
遭
う
お
そ
れ
の
あ
る
家
出
人
な
ど
の

捜
索
に
努
め
ま
す
。
次
の
と
お
り
特
別

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

開

設

日

場

所

8
月
2
日
例
宇
和
島
警
察
署

8
月
3
日
同
松
山
東
警
察
署

い
ず
れ
も
叩
時

1
日
時
ま
で
で
す
。

8月21日

(日)

8月28日

(日)
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